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。

　

経
済
不
況
等
か
ら
約
50
区

画
が
売
れ
残
っ
て
い
る
。
一
部

の
工
事
を
廃
工
し
、
経
費
の
節

減
を
図
る
と
聞
く
。
組
合
は
多

額
の
公
共
投
資
が
重
荷
に
な
り

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
市
の
支

援
策
は
。

　

公
共
性
の
高
い
事
業
で

あ
り
、
組
合
と
十
分
協
議
す
る

中
、
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
」
を
活
用
し
て
住
宅
改
修

助
成
制
度
が
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
住
宅
改
修
助
成
制

度
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

　

公
共
的
な
部
分
で
多
く

の
社
会
的
資
本
を
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、

制
度
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

る
極
め
て
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
人
権
啓
発
課
の
設
置
や
指

導
者
の
養
成
が
必
要
と
考
え
る

が
。
ま
た
、
人
権
侵
害
救
済
法

の
制
定
が
必
要
と
思
う
が
。

　

市
の
体
制
に
つ
い
て
市

長
部
局
と
教
育
委
員
会
で
連
携

す
る
中
、
人
推
協
と
も
連
携
を

図
り
、
市
全
体
で
人
権
政
策
を

推
進
す
る
。
人
権
侵
害
救
済
法

に
つ
い
て
は
、
早
期
成
立
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

指
導
者
養
成
は
、
人
権
政

策
の
さ
ら
な
る
推
進
の
担
い
手

と
し
て
の
職
員
の
資
質
を
高
め

か
ら
、
「
仕
事
が
な
い
」
「
仕

事
が
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
住
宅
改
修

助
成
制
度
は
、
仕
事
を
増
や
し

雇
用
を
増
や
す
た
め
に
は
抜
群

の
効
果
が
あ
る
と
全
国
の
自
治

体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
府

内
で
は
、
与
謝
野
町
や
京
丹
後

市
な
ど
で
実
施
さ
れ
、
今
年
４

月
か
ら
は
京
丹
波
町
で
も
実
施

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

な
ど
災
害
が
増
大
す
る
。
今

後
、
市
の
農
業
を
ど
う
守
り
、

振
興
し
て
い
く
の
か
ビ
ジ
ョ
ン

は
。　

農
林
水
産
業
に
よ
っ
て

国
土
保
全
を
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
議
論
の
推
移

を
見
守
っ
て
い
く
。

　

米
価
の
低
迷
で
採
算
が
合

わ
な
い
中
、
戸
別
所
得
補
償
が

継
続
さ
れ
る
が
、
市
も
単
費
で

上
積
み
で
き
な
い
か
。

農
業
委
員
会
の
建
議
書
に

あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
ど
う

実
施
す
る
の
か
。
ま
た
、
地
産

地
消
対
策
を
ど
う
推
進
す
る
の

か
。　

農
地
の
保
全
を
図
る
た

め
国
、府
と
連
携
を
す
る
。有

害
鳥
獣
対
策
で
は
前
年
度
対
比

70
％
を
超
え
る
１
億
４
０
０
万

円
を
計
上
。地
産
地
消
で
は
学

校
給
食
で
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
い
。

　

電
話
で
の
同
和
地
区
問
い

合
わ
せ
事
象
が
あ
っ
た
。
今
な

お
、
心
理
的
な
差
別
は
残
っ
て

お
り
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

か
判
断
で
き
な
い
。

　

関
税
を
原
則
ゼ
ロ
と
す
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
参
加
す
る
と
な

る
と
、
農
林
水
産
省
の
試
算
で

は
食
料
自
給
率
が
13
％
に
下
が

る
と
し
て
い
る
。

市
の
農
業
生
産
高
は
50
億

円
で
府
内
の
５
位
（
前
回
の
農

業
セ
ン
サ
ス
）
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
る
。
農
業
は
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
と
な

る
と
、
今
ま
で
以
上
に
耕
作
放

棄
地
は
増
え
、
離
村
、
廃
村
が

進
み
、
地
域
経
済
が
崩
壊
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
地
域
経
済
、
地

域
農
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

無
条
件
で
完
全
実
施
さ

れ
た
な
ら
ば
、
地
域
社
会
の
崩

壊
、
国
土
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ

て
い
く
大
き
な
課
題
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
が
、
農
業
問
題
だ

け
に
特
化
す
る
だ
け
で
な
く
、

今
、
よ
い
と
か
悪
い
と
か
判
断

す
べ
き
で
は
な
い
。

　

中
小
零
細
企
業
の
皆
さ
ん

　

27
年
度
に
普
通
交
付
税
の

合
併
特
例
措
置
が
終
り
、
あ
と

５
年
で
段
階
的
に
特
例
措
置
が

解
消
さ
れ
る
。
14
億
円
程
度
減

額
に
な
る
。
今
か
ら
行
財
政
改

革
が
必
要
と
思
う
が
。

　

確
固
た
る
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
で

あ
る
。
合
併
特
例
債
等
を
活
用

し
、
毎
年
４
億
円
積
立
て
て
い

る
。

　

平
成
の
開
国
と
し
て
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
の
意
向
で
あ
る
。
広

大
な
農
地
を
持
つ
外
国
と
農
産

物
の
自
由
貿
易
を
行
う
こ
と

は
、
日
本
の
農
業
・
農
村
を
破

壊
し
、
地
域
社
会
の
崩
壊
に
つ

な
が
り
、
食
の
安
心
・
安
全
を

損
な
い
環
境
の
保
全
を
脅
か

し
、
国
民
の
生
命
を
根
底
か
ら

危
う
く
す
る
。
食
料
自
給
率
は

13
％
に
下
が
り
、
輸
入
相
手
国

が
戦
争
や
異
常
気
象
に
よ
り
不

作
に
な
れ
ば
、
食
料
の
供
給
が

止
ま
る
。
大
規
模
化
は
、
本
市

の
よ
う
な
中
山
間
地
の
農
業
に

は
非
常
に
難
し
い
。
米
価
が
下

が
る
中
、
放
棄
農
地
が
増
大

し
、
水
田
が
減
少
す
れ
ば
洪
水

　

構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
、

貧
困
と
格
差
が
広
が
る
社
会

と
な
っ
た
。
所
得
３
０
０
万

円
、
夫
婦
（
と
も
に
30
歳
代
）

と
子
ど
も
二
人
の
世
帯
で
、

４４
万
７
５
０
０
円
の
国
保
税
の

負
担
で
あ
る
。
高
す
ぎ
る
と
思

う
が
市
長
の
所
見
は
。

　

国
保
税
の
負
担
は
大
変

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

国
保
は
国
が
責
任
を
持
つ

社
会
保
障
制
度
。
国
庫
負
担
を

50
％
か
ら
24
％
に
引
き
下
げ
た

国
の
責
任
が
問
わ
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

財
政
面
も
含
め
た
制
度

の
構
築
は
国
の
責
任
で
あ
る
。

財
政
支
援
の
強
化
や
国
庫
負
担

の
引
き
上
げ
を
要
望
し
て
い

く
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
市
町
村

が
運
営
す
る
国
保
に
つ
い
て
、

府
県
単
位
に
広
域
化
す
る
方
針

を
明
ら
か
に
し
た
。
「
国
保
広

域
化
」
は
、
国
保
税
の
値
上
げ

と
給
付
の
抑
制
の
押
し
付
け

や
、
住
民
の
声
が
届
か
な
い
国

保
運
営
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　

府
が
検
討
を
進
め
て
い

る
の
で
連
携
し
て
い
き
た
い
。

国
保
税
が
上
が
る
か
、
下
が
る
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交付税の合併特例措置
終了後の対策は

国保の「広域化」は
増税につながる

確固たる財政基盤を
確立する

上がるか、下がるか
判断できない
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建築がすすむ住宅（園部町内林地内）

農
業
政
策
に
つ
い
て

人
権
政
策
に
つ
い
て

内
林
土
地
区
画
整
理
事
業

へ
の
支
援
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
の

　

立
場
を
明
ら
か
に
せ
よ

交
付
金
を
活
用
し
て
の

　

住
宅
改
修
助
成
制
度
の
創
設
を

作付け準備がすすむ園部町埴生地内




